
図3．まちづくり構想素案への賛同について図3．まちづくり構想素案への賛同について

　タウンニュース2022年12月号でご
案内した「JR神戸駅・ハーバーロード
周辺のまちづくり構想素案」に対する
アンケート調査集計結果がまとまりま
したので、本紙にてご報告いたします。
　昨年11月末にハーバーロード・ワー
キングメンバーが手分けして、今回の
まちづくり構想策定の対象エリアでお
住まいの方・お勤めの方にポスティン
グによりまちづくり構想素案冊子とア
ンケート調査票を配布。分譲マンショ
ンにお住いの方々向けには管理組合ポ
ストへの投函と共に、マンション内掲
示板での周知をお願いいたしました。
また、みなと元町タウン協議会会員の
方には郵送等で周知をさせていただき
ました。
　総配布数725に対して、アンケート
の返送・回答のあった総数は95件、回
収率は13.1％と、私たちの予想を大き
く上回る結果でした。また、回答方法の
内訳をみると、アンケート調査票に直
接記入いただきご回答いただいた方が
48件あったのに対し、Googleフォーム
というインターネット上で回答いただ
けるサービスを併用したところ、同
サービスを利用した回答数が47件と、
ほぼ同数のご回答を得ることができま
した。インターネットによる回答の利
点として、①電車での移動時間中を利
用してスマホで手軽に回答できる、②
自由記述をパソコンのキーボード入力
によって回答できるので思いを伝える
ハードルが下がる、といったことが想
定できましたが、今回の結果は、まさに
この利点が如実に表れたのではないか
と思われ、回収率アップにもつながっ
たものと考えています。
　95件の回答結果についてみていく
と、今回ご回答いただいた方々の年代
を伺った問いでは、10代から80代を超
える方まで幅広くご回答いただけたほ
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か、50代と60代の方々が回答者の半数
を占めていたことから、特にこの年代
の方に強く関心を持っていただけたこ
とがわかりました（図1）。
　また、みなと元町タウン協議会の存
在をご存じかどうかお尋ねした設問で
は、約半数となる46人の方が知ってい
たと回答いただき、半数強の方が今回
のまちづくり構想素案のポスティング
を通じて、私たちの活動を知っていた
だく機会になったことがわかりました
（図2）。これだけでも今回のアンケー
ト調査を実施した価値があったように
感じています。

　まちづくり構想素案で取りまとめた
内容に対して、ご賛同いただけるかど
うかを尋ねた問いでは、「全面的に賛同
する」「おおむね賛同する」をお選びい

ただいた方が合わせて86件（90.6％）
に上り、多くの方の支持を得る結果と
なりました（図3）。一方で、「一部賛同
しかねる」と回答いただいた方も7件
（7.4％）ありましたが、その理由などを
拝見すると、構想策定エリア内の時間
貸し駐車場の確保や西元町駅自体の再
整備案の提示を求める声があったほ
か、きらら広場の再整備方針あるいは
全体的な再整備方針に対して、具体的
な提案・意見をいただいたというもの
でした。

　今後2月～3月にかけて、最終構想案
とりまとめのための協議をタウン協内
で行っていくほか、来る3月16日（木）
午後7時～8時を候補日時として、今回
のアンケート結果の報告会並びに今後
のまちづくりに関する意見交換会開催
を、こうべまちづくり会館2階ホール
にて計画しています。2月10日（金）の
もとまちハーバー懇談会で開催日時を
最終決定する予定ですので、開催ご案
内については、タウンニュース3月号
にてあらためてお知らせいたします。
　この度のアンケート調査にご回答い
ただきました皆様、ご協力誠にありが
とうございました。今後ともまちづく
り活動へのご理解ご協力の程、よろし
くお願いいたします。

神戸元町生誕150年事業準備委員会スタート

　栄町通まちづくり委員会は、１月１３日（金）10時から10時30分
まで、栄町通を中心に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイク
などへの不法駐輪警告チラシ取り付け作業など、栄町通クリーン
大作戦を実施した。参加者は、（元栄海三丁目協和会）奈良山喬
一、（㈱イーエスプランニング）久米京子、（神戸市）西尾俊広、（こ
うべまちづくり会館）木原正剛、（株式会社神明）麻原泰佑、（神明
倉庫㈱）藤尾憲弘・大西登紀子、（兵庫県信用組合）遠藤和馬・藤
本吉英、（広島銀行）曽我部真介、（三鈴マシナリー㈱）稲岡千硯、
（みなと元町サポート隊）諌山一彦、（新光明飾㈱）中川俊・藤田
直之・西村友博・大森
貴美子、（佐田野不動
産㈱）佐田野宏之以
上、１７名のみなさん
でした。毎月第２金曜
日午前１０時、栄町通
６丁目佐田野不動産
前集合の上、実施して
います。お気軽にご参
加ください。

　神戸元町商店街は、命名された明治７（１８７４）年５月20
日を生誕の日としている。創立１３０年には、兵庫県知事・神
戸市長など関係者を招き、商店街を挙げてお祝いした。そして
今、目の前にやってきた創立１５０年は２０２４年５月２０日。
このほど、記念の日をみんなの力で盛り上げるため、いろんな
案を出し合う場として、「生誕１５０年事業準備委員会」を設
立、スタートさせた。

ポートウォッチングマップ第９版発売
　角本 稔さんが主宰する「神戸港を考える会」では、「ＫＯＢＥ 
ポートウォッチング マップ」を６年ぶりに改訂、発行した。東は
三宮のミント神戸（旧神戸新聞会館）から西は湊川神社、山手
は生田神社から南は各突堤の南端にいたる中央区内南部全
域図を作成した。裏面には、点在する主な建物の竣工年・設計
者・由来などを紹介する。旧居留地・南京町については、それぞ
れ独自に定めたまちづくり方針を解説するほか、博物館や遊覧
船などの連絡先もあり、まち歩きに手を添えている。（Ｂ３版八
つ折りで１部３００円（税別）。ジュンク堂三宮店、大垣書店神
戸ハーバーランドｕｍｉｅ店で販売中。

■もとまちハーバークリーン作戦
　もとまちハーバー懇談会では１月１１日（水）正午12時から、
地域一帯のクリーン作戦を実施した。奈良山会長、エスタシオン・
デ・神戸から１０名、ベルコから５名の方々の参加がありました。

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料） ℡３６１－４５２３

２月１７日（金）～２月１９日（日）　総合学園ヒューマンアカデミー神戸校デザイン
　カレッジ進級卒業制作展（展示は２月１８日、１９日）
２月２３日（木）～２月２８日（火）山本寿美子水彩画展

◇元町映画館（有料） ℡３６６－２６３６

１月２８日（土）～２月１７日（金）『チョコレートな人々』
２月  ４日（土）～２月１７日（金）『餓鬼が笑う』・「クロード・ミレール映画祭」
２月  ４日（土）～２月１０日（金）『殺しを呼ぶ卵』
２月１１日（土）～２月１７日（金）『背 吉増剛造×空間現代』
２月１８日（土）～３月  ３日（金）『猫たちのアパートメント』・『子猫をお願い』
２月１８日（土）～２月２４日（金）『火光（かぎろい）』
２月２５日（土）～３月  ３日（金）『光復』
【予定は変更になる場合がございます。】

　観覧ご希望の方は、展覧会名と住所・氏名・年齢・本紙へのひと言
を添え、本紙編集部までハガキでお申込み下さい。先着順で２名の方に
ペア招待券をお送りします。

□読者プレゼント

◎第９回 日展 神戸展
　日本最大の総合美術展、日本
美術展覧会「日展」が、今年は神
戸の芸術都市―六甲アイランド
で開催されます。「日展」神戸展
では、全国を巡回する基本作品
と、兵庫、大阪、奈良、和歌山―
地元作家の入選作品、総数約
540点を一堂に展観します。
会場：神戸ゆかりの美術館・
　　  神戸ファッション美術館
期間：2月18日（土）～3月26日（日）
電話：０７８－８５８－１５２０

◎特別展「知の大冒険―東洋文庫 名品の煌めき―」作品
　東洋文庫が有する蔵書約１００万冊の中から、国宝、重要
文化財をはじめとする貴重な所蔵品約１２０点を展示します。
教科書で見たことがある書物や地図、絵画のほか、あまり知
られていない文字や言語、服装、動植物など、まだ見ぬ新た
な「知」との出会いが待つ東洋世
界への冒険をご堪能ください。
会場：京都文化博物館
期間：2月21日（火）～4月9日（日）
電話：０７５－２２２－０８８８
フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト
『日本動物誌』1833-50年ライデン刊
公益財団法人東洋文庫蔵　※会期中にページ替えを行います
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平野義昌

　1882（明治15）年発行の商店・事業所名鑑に
「西村旅館」の絵（写真）が掲載されている。三代
目当主・西村貫一が解説する。
〈丸ニ花屋号ト蒸気船問屋ノ看板、格子戸エ当
時ノ優秀船ノ看板〉註1
　旅館建物は洋館と和館、その間の戸が客用
玄関。和館の座敷で番頭が帳簿を付けている。
表通りを洋装の紳士淑女、人力車、荷車、棒手
振りの行商人が行き交う。裏通りから港が見え
る。赤青の船旗、汽笛の響き、船が着くたびにい
なせな男たちが荷物を運び込む。貫一幼少時、
荷物の山に登ったり、かくれんぼをしたり。思い
出が蘇り夢見心地。
　1931（昭和6）年貫一はゴルフ大衆化を目指
し、旅館の一部を取り壊してベビーゴルフ場を
開いたのだが、「見事に失敗」した。註2
　同年を以て西村夫妻はゴルフプレイをきっぱ
り辞めた（貫一は文献研究を継続）。旅館経営
立て直しのためだ。世の中は不況の真っ只中。
『年譜』同年1月に「失業者激増ス」の記述があ
る。7月16日付け「神戸新聞」は、内務省発表4月
失業者数39万人超、5月40万人超、調査開始以
来最多、と報道。連日紙面に企業・官庁の減棒、
人員整理、争議の文字が並ぶ。9月「満洲事変」
勃発。10月31日付け同紙には「一流旅館に整理
の噂　古い歴史も不況に勝てぬ　オリエンタ
ルホテル」の記事（補註1）。「西村」も他人事では
ない。後年貫一は「うまく切り抜けたものだ」と
回顧している。
〈本年は貫一個人にとっても実に危機一髪重大
局面でありました。（中略）先祖の土地も家も家
業も売って金にして遊んで暮らそうかと一方には
考が進みつつありましたが、然し一方には自力で
働かざる者は今後は生活が出来難い時代が来
ている、扨二つの道のいづれに進もうか。〉註1
　貫一は旅館を売ることも考えていた。別邸に
住み、経営は従業員任せ、旅館に顔を出すのは
月末の集金くらい。毎日ゴルフ三昧だった。旅館
を壊し、家財道具を売り払い、ゴルフ場を開設
した。「西村」は廃業、と言われた。
〈家業の宿屋だ。先祖代々の宿屋こそ自分が社
会と共に生きる道だとゴルフ倶楽部も全部退会
して家業に専心全力を注ぎ込み始めた記念す
可き年でありました。〉註1
　32（昭和7）年「西村」改築。部屋にガラス障子、
ガスストーブを設置。満洲の新聞に「大改築保
温設備完成、一泊三円より」の広告を出した。不
況は深刻、満洲の団体客を一泊2円70銭で受
け入れた。
〈客の無いのに硝子障子を毎日毎日セッセセッ
セと拭いたり、便所の掃除、お客の下駄や靴並
べ幾度と無くもう廃業仕様と思ったが、心構の
出来ていない亭主とお上さんの気持に自分な
がら同情したものです。〉註1
　33（昭和8）年2月「西村」は茶代を廃止する。
お客到着時に出す茶と菓子に代金を請求する習
慣だった。同年10月「栄町ベビーゴルフ場」を閉
鎖し、新たにゴルフ練習場にしてプロ選手に無
料開放した。11月宿泊料一泊二食五円に改定。
　34（昭和9）年4月、「直木三十五追悼講演会」
（改造社主催）のため久米正雄（1891～1952年、
夏目漱石門下）、三上於菟吉（おときち、1891～
1944年、代表作「雪之丞変化」）、横光利一
（1897～1947年、川端康成らと新感覚派と言わ
れる）、杉山平助（1895～1946年、文芸評論
家）宿泊、揮毫。同月大阪「花屋旅館」破綻（西
村絹創業、妹・久夫婦が継承）。同月東京三越

「ゴルフ展」に貫一所蔵資料を出品。11月「文藝
春秋」の読書趣味座談会で貫一のゴルフ文献
蒐集に言及あり。出席者は折口信夫（しのぶ、
1887～1953年、民俗学者、「釈迢空」名で歌
人）、辰野隆（ゆたか、1888～1964年、フランス
文学者）、長谷川如是閑（にょぜかん、1875～
1969年、ジャーナリスト）。
〈長谷川　神戸の西村と云う大きな宿屋があり
ますが、美文も書く、日本のゴルフ史と云うのが
あります。記録を集めたのです。初期から集め
たのです。（後略）〉註1
　35（昭和10）年貫一は業界紙「旅館新聞」に寄
稿、「趣味か商売か　客を喜ばす縦横談」。自分
は趣味・商売どっちつかずだったが、商売に専念
して2年経ち「知らぬ間に趣味で毎日働いている
事を知った」。茶代を廃止しても土産代といって
支払うお客がたくさんいて、これも主の腕。設備
を立派にすることも大事だが、何よりも「心」を入
れて接すること。「之れなら片田舎の旅館の主人
も入費入らずの手間入らず、皆が持ち合せの設
備です」。部屋代・土産代を頂戴したうえ、一流文
化人の揮毫を床の間の掛け物にでき、聴講も無
料。「此れも計算に入れると宿屋はボロい」。註1
　36（昭和11）年4月玄関を洋式にするなど改
築。12月英文・和文の宣伝パンフレット作成、簡
単な英和単語対照表やゴルフ場案内も記載。
内外の旅行会社、過去のお客に発送した。貫一
は雑誌・新聞にゴルフ研究発表を継続。
　37（昭和12）年1月「朝日新聞」が「西村」の城
郭風の内装を外国人に評判、と紹介。
　同年2月「旅館新聞」に外国人サービスについ
て執筆。貫一の「腕自慢」である。40（昭和15）年
の東京オリンピック（戦争のため38年開催辞
退）を前に日本の代表的ホテルは部屋数を倍増
する計画。「西村」もホテル協会に加盟して一緒
に宣伝したいが、ベッド設置が必須。「西村」は
純日本式旅館だが、「多数の外人を御泊めして
殆んど全部満足させています」。宿泊客が「西村
」紹介者に宛てた手紙や直接「西村」に届いた
礼状がその証拠。フランスの外交官から結婚式
の案内状まで来た。洋式に改造せずとも外国人
を満足させることはできる、と先述のパンフレッ
トを講釈する。
〈……ホテルとあれども日本の宿屋で御座いま
すぞ。小泉八雲（英人）、ピエル・ロチ（仏人）、モ
ラエス（ポルトガル人）等の諸文豪が日本独特
の桜、提灯、下駄、生花、歌舞伎、能、茶道に陶酔
しているのにあんた方は如何にや。西村旅館に
泊って此れ等を味わう好機を失し給うな。日本
式旅館で然も英語が通じますぞ。単純！！　単
純こそ日本の以上の諸芸術、即ち建築、絵画、文
学、茶道、能、その他を知る唯一の鍵ですぞよ。
（後略）〉註1
　料金は部屋代3～10円、朝食1～1円50銭、名
物スキ焼は2円、心付け1割頂戴。
　玄関で靴からスリッパに履き替えてもらう。こ
こで日本人は清潔好きという会話を始められる。
外国人はスリッパ履きでの階段上り下りが不慣
れだから注意。部屋は鍵なしでも安全・安心。部
屋は食堂であり、寝室であり、住まい、どう変化
するか詳しく説明せず見てもらう。西洋人は背が
高いので布団にも注意。彼らの多くは上半身を
持ち上げて寝る習慣だから、枕は柔らかいもの
を一人に二つ用意。冬はアンカ・湯たんぽが喜ば
れる。便所は日本に来た以上は日本式を経験し
てもらう。直接肌を便器につけないので清潔。
〈当館の今日迄の経験では全部といってよい程
日本式のを御好みになっています。〉註1

　部屋の英和単語集を使ってもらい、宿の亭主
の顔面がどう変化するか、それを見るのも旅の
思い出になる。急用の場合は「旦那、奥さん、お
嬢さん」を呼べ、英語堪能。接客係が間違えて、
慌てる、騒ぐ、それも一興。
　風呂ではバスボーイ（三助）が背中流し・マッ
サージ。驚くなかれ、三助・竹さんのサービスは
西洋のご婦人方に喜ばれ、彼は多額のチップを
いただく。旅行業界の人たちはこれを信用しな
い。ただ東洋人女性にこのサービスを受けても
らうことは難しい。
〈外人を外人として扱うのですか？　人間として
扱いなはれ。人間の人情、心の琴に大した異は
ないと思います。真心ですぞよ。（略、トラブルは
ないか？）日本旅館に泊ってねんやおまへんか。
だから最初に国籍を超越して日本を味えと断っ
てありまっしゃないか。然しとまれ亭主が充分
外国語を話すと云う条件がないと一寸無理と
云うもの。〉註1
　長女・春子が補足説明。三助サービスを拒否
する女性に貫一の説得は、東洋人こそ肌を見せ
ない、イヴニングドレスは半分裸、欧州では男女
混浴と、外国の浴場史の本を見せる。これだけ
言って竹さんを風呂場に行かせ、貫一は旅行会
社の幹部に電報を打つ。外国人女性入浴、（三
助サービスを）見に来い。註3
　38（昭和13）年2月「朝日新聞」で小畔四郎
（こあぜ、船会社役員）が貫一について語る。勝
手放題でよく宿屋商売が出来たものだが、人一
倍親切気があり人使い上手、誤解されやすいの
が欠点、美術鑑賞眼非凡、サイノロジー（引用者
註、愛妻ノロケ）の親玉。註1
　同年3月「毎日新聞」に貫一インタビュー記事。
宿屋には多様な人が出入りし、珍しい話を聞か
せてもらえる、外国人には日本の歴史・美術・習
慣を納得いくまで説明し、時には京都や奈良に
案内する。
〈人間と人間とがブツかって、互いにありのまま
を披露し行かねば駄目です、金儲けの対象だ
など思ったらもうしまいですよ。〉註1
　不遇な芸術家や学者の世話も気まぐれでは
なく、創業者の思いを継いでのこと。
〈神戸という土地に愛着を持つ者の任務だとい
つも思っています。〉註1

註1　西村貫一『西村旅館年譜』　自費出版　1980年
註2　井上勝純『日本ゴルフ全集7　人物評伝編』　三集出
版　1991年
註3　へちまクラブ・山本吉之助編・刊行『へちまと十年』
1956年
補註1　満洲事変、大恐慌により海外の観光客・ビジネスマ
ン激減。「当社創立以来初めて最悪の経営危機」だったが、
翌年財政積極政策によって急速に回復。「事態は漸次良好
」。『オリエンタル三十年の歩み』（オリエンタルホテル編・発
行、1956年）
写真　『豪商神兵　湊の魁』（1882年垣貫與祐編輯・出版
を1975年神戸史学会復刻）より。
引用文は適宜新字・新かなにし、句読点を施した。

西村旅館（3）

海という名の本屋が消えた（111）
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